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研究成果の概要（和文）： 
	
 児童自立支援施設と退所後に復帰する地域を対象とした研究で，2008 年は７つの児童自立支
援施設と３つの自立援助ホーム職員に聞き取り調査を行い，職員の子どもへの育ちの視点を聞
き取りした。 
	
 2009年は，全施設へのアンケート調査内容を吟味し実施した。	
 
	
 2010 年は，さらに施設への聞き取りを深めるとともに，関西）と関東の２カ所でフォーラム
を開催した。	
 

	
 2011 年はこれまでの聞き取り調査とアンケート調査をもとに，児童自立支援施設で生活する
という意味について研究者で充分に議論をし，最終報告書を作成した。 
 
研究成果の概要（英文）： 
	
 This study is a thing for the child independence support institution.	
  
	
 In 2008, we interviewed seven child independence support institutions and three 
independence help home staff s. Particularly,  we interviewed it about the point that a 
staff of institution thought of about the breeding to children. 
	
 In 2009, we conducted questionary survey in all institutions. 
	
 In 2010, we held a forum as the report society based on the results in two places. 
	
 In 2011, it is the last year of this study. Based on past hearing investigation and 
questionary survey, we thought about the significance that children lived in the child 
independence support institution. 
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１．研究開始当初の背景 
	
 田中（研究代表者）は，いじめ，虐待，発

達障害ゆえの生活の躓きなどの「被害相」に

居た子どもたちが，「加害相」に移行して，

非行や虞犯少年と認識される「被害と加害の

円環」にある状況に遭遇してきた経験から，

少年非行を予防するには，子どもたちの「学

びなおしと育ちなおり」が本来求められるべ

きであると捉えてきた。 
	
 そのなかで，田中，村瀬（共同研究者）ら

は，2007 年前後 3 年間にわたり児童自立支
援施設への定期的訪問を続けてきた。この施

設は不良行為をなし，又はなすおそれがある

児童及び家庭環境その他の環境上の理由に

より生活指導等を要する子どもの生活指

導・学習指導及び職業指導を行うところであ

る。近年は，発達障害のある子どもたちや被

虐待体験のある子どもたちが多数入所して

おり（厚労省 2006）その対応を巡り，施設
自体が疲弊していた。われわれの参与観察で

も，職員は子どもたちの毎日の生活を支える

ことに精一杯で，計画的かつ一定の成果を示

すような生活モデル，あるいは心理教育プロ

グラムを構築する余裕が認めることができ

なかった。 

 
２．研究の目的 
	
 本研究は、児童自立支援施設と退所後に復

帰する地域を対象とし、①施設に暮らす子ど

ものアセスメント	
 ②施設機能の検証③再

非行防止のための心理教育プログラムの開

発と効果測定	
 ④地域社会での自立を保障

する地域環境作りの 4段階の研究開発するこ
とで、発達障害が疑われる子どもたちへの包

括的な再犯防止対策を構築することを到達

点とし、A.児童自立支援施設	
 子ども調査，
B.児童自立支援施設	
 職員調査，C.心理教育
プログラム検討，D.地域環境調査・整備の４

つの研究から構成した。 

 
３．研究の方法 
	
 協力要請した施設を訪問し，直接施設職員

からの聞き取り調査とアンケート調査を実

施した。 

 
４．研究成果 
（１）調査は，人権重視の立場から子ども調

査のまえに，職員対象の調査を実施した。 
	
 2008 年は，北海道立大沼学園，北海道立
向陽学園，北海道家庭学校，国立武蔵野学院，

国立きぬ川学院，大阪府立修徳学院，大阪市

立阿武山学園の７つの児童自立支援施設と，

ふくろうの家（函館市），東樹園（京都市），

そらまめ（大阪市），の３つの自立援助ホー

ム職員に聞き取り調査を行い，職員の子ども

への育ちの視点を聞き取ることができた。そ

こには，職員個々に培ってきた子ども観や人

生哲学とも呼べる理念が存在していた。また

施設として，業務量の増加や労働条件の改善

点，組織観や職員の家族観，教育観の変貌な

ど多岐にわたる問題点も確認できた。さらに，

自立援助ホームの実践を聞き取る中では，児

童自立支援施設を出院したあと地域社会で

生きることの困難さは予測できたが，改めて

そばにいる大人が理解と励ましを与え続け

ることで，たくましく社会で生活する者，あ

るいは家庭をもとうと努力する者が生まれ，

地域社会での自立を保障する地域環境作り

の重要性を聞き取ることができた。 
（２）2009 年はこの結果をもとに全施設へ
のアンケート調査内容を吟味し実施した。

2009 年度内にその結果を速報版として各施
設へお返しすることができた。インタビュー

同様に，そこには，生活を支援する，あるい

は生活を共にする職員の覚悟が読み取れた。



 

 

また，児童自立支援施設が，過去の教護院時

代とは質の違う児童を多く受け入れ，変容を

迫られていることが窺われる一方で，児童自

立支援施設が持つ，集団の力を存分に利用し

て，自立支援をしていくという基本を維持し

て行きたいという意思も強く感じ取れた。 
	
 そのうえで，改めて強調されたのが，社会

的養護にある子ども達と育てる職員との生

活空間における関係性の構築の重要性であ

ると思われた。 
（３）2010 年は，これまでの調査施設が夫
婦小舎性の箇所であったため，交代制の施設

への聞き取りを改めて行うとともに，これま

での成果を発表するため，関西（於，京都の

花園大学）と関東（於，埼玉の武蔵野学園）

の２カ所でフォーラムを開催した。その意図

は，外からの意見や考えを取り組み，相互交

流を図りながら最終的な研究結果につなげ

ていこうと考えたからである。両フォーラム

ともに児童自立支援施設に長年勤めておら

れた先生に基調講演をお願いし，その後，研

究員の研究報告，シンポジウムという企画で

実施した。関東，関西の 2箇所で報告会を行
った。それを今回とりまとめ報告書として、

関連施設等へ配布した。 
（４）2011 年は，これまで実施してきた職
員へのインタビューと参与観察，さらにアン

ケート調査から，施設のあるべき姿，子ども

たちの抱えている課題，生活を支える保護因

子などについての検討を研究者全員で思索，

議論を繰り返し「児童自立支援施設で生活す

るということ」について考えをまとめた。	
 

	
 日本学術振興会へ提出した時の『研究の目

的』が幸い研究意義が認められ上記の研究目

的 A~D の構想を立てようと思っていたのだ
が，最終的な見解は報告書に記したとおり，

当初の目的から大きく舵を切り替えること

になった。その一部を報告書から抜粋してお

く。 
	
 研究を進めていくなかで「直接職員の方々

から話しを伺うことで，私たちは，施設は人

の力により成り立ち，子どもたちは，その施

設と職員から生きる力を吸収しようとして

いると理解するようになりました。職員の実

践は，『ちゃんとして生活の規範，モデルを

示すこと』に心を砕くことでした。いくら職

員でも大人でも『当初は経験していないこと

のわからなさに戸惑いながら，安易にわから

ないとも，わかるともいえないという目線で

ただただその子に向き合っていた』という職

員の語りに私は，当初の動機がいかに不適切

であったかと反省しました。 
	
 いくつかの施設で，数名の職員から話しを

聞いていく中で，『包括的な支援プログラム

の構築』という当初の計画が，なんと無謀で，

なんとおこがましい考えであったかに，とて

も恥ずかしい思いのなかで私は気づかされ

たのです。 
	
 当初掲げた包括的プログラムとか，支援プ

ログラムは，こうした血の通った暖かい，そ

れでいて、厳しい生活のありようとは対極に

あるように思いました。 
	
 そこで，私たちの研究は大きな軌道修正を

余儀なくされたのです。 
	
 この最終報告は，そうした私たちのゆらぎ

と，職員とそこに棲む子どもたちへの敬意を

正直に記したものです。」と記した。 
	
 われわれの途上の結論は，これも報告書に

記した一部を抜粋すると「児童自立支援施設

というあまり広く世間に知られていない社

会的養護の生活空間がある。もっと広く知ら

れているのが，養護施設であろう。児童自立

支援施設とは，かつて感化法の下においては

「感化院」，少年教護法の下で「少年教護院」，

現行の児童福祉法の下で「教護院」と呼ばれ，

1998年 4月にこの名称となったものである。



 

 

どういうところかというと，不良行為をなし，

又はなすおそれのある児童及び家庭環境そ

の他環境上の理由により生活指導等を要す

る児童を入所させ，又は 保護者の下から通
わせて，個々の児童の状況に応じて必要な指

導を行い，その自立を支援し，あわせて退所

した者について相談その他の援助を行うこ

とを目的とする施設である。 
	
 近年，児童自立支援施設の状況では，入所

している子どもの長期的減少傾向が続く中，

一方では，虐待を受けた経験や発達障害等を

有する子どもの割合が増加する傾向にあり，

また，寮舎の運営形態においては多数を占め

ていた伝統的な小舎夫婦制が減少し，交替制

へシフトする施設が増えるなど，施設の様相

が大きく変化しつつある。 
	
 その一方で，少年法及び少年院法の改正の

動きのなか，従来，１４歳未満の触法少年等

については児童自立支援施設等の児童福祉

領域が対応してきたものを，少年院における

処遇が求められるなど，児童自立支援施設は，

改めてその存在意義が問われてきている。国

は，子どもの健全な発達・成長のための最善

の利益の確保を目指し，取り組むべき課題に

ついて着実に一つ一つ解決し，具体的な成果

を上げることを求めている。しかし，われわ

れは，まずこの現状を認識することから始め

るべきであろうとも考えている。 
	
 つまり，児童自立支援施設で生活する子ど

も達，それを見守り，育む職員との関係性を

改めて問い直すことで，子ども達の健全な発

達，成長を考えることにしたい。 
」ということである。 
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